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「岐阜県安全・安心まちづくり情報」第１９号をお届けします！ 

日頃は「安全・安心まちづくり県民運動」にご尽力いただき、誠にありがとうございます。 

 

＜今号の記事内容＞  
 
● 県内の犯罪情勢（平成２７年上半期）について 

● 県政モニターアンケート「犯罪被害に関するアンケート調査結果」 

● 地域で活躍している仲間を紹介します「新加納防犯パトロール隊」 

●「安全・安心まちづくりリーダー養成講座」を開講しました！ 

●「安全・安心まちづくりアドバイザー」派遣 

 
 

 

 
 

岐阜県における平成２７年上半期（１～６月）の刑法犯認知件数は９，２０２件で、前年同期と比べ 

７８４件の減少（△７.９％）となりました。 

このうち、窃盗犯の総数は６，６７０件で、前年同期より４５６件減少（△６.４％）しましたが、忍び込 

み(※)、事務所荒らしなどの侵入盗が急増しています。在宅中でも鍵をかけること、補助錠の設置、 

センサーライトの活用などを呼びかけ、被害防止に努めましょう。 

※忍び込みは、夜間、家人が就寝中に住宅の屋内に侵入し、金品を盗むものです。 
 

●県内の主な窃盗犯の状況（平成２７年上半期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岐阜県 安全・安心まちづくり情報 
～ 第１９号 ～ （平成 27年 7月） 

 

 

 

県内の犯罪情勢（平成２７年上半期）について  【統計値：岐阜県警察資料（暫定値）】 

安全･安心 

忍び込み、事務所

荒らしが急増！ 
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県では、県民の皆さまの県政に関する意識やご意見を把握し、県政推進に活用するため、

県政モニターを委嘱しています。このたび、県政モニターの方にご協力いただき、「犯罪被害

に関するアンケート調査」を実施しましたので、調査結果の概要をご紹介します。 

（調査時期：平成 27年 1月～2月、回答者数：403人、調査方法：郵送及びインターネット） 
 

    Ｑ.最近の治安について、５年前と比べてどのように感じていますか？ 

    今回の調査で、「よくなっている」、「どちらかといえばよくなっている」と答えた方は合わ

せて２１．６％であったのに対し、「悪くなっている」、「どちらかといえば悪くなっている」

は合わせて６１．８％でした。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    Ｑ.身近な犯罪のうち、不安を感じているものは？ 
（複数回答、回答の多かった順） 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｑ.安全で安心な地域社会をつくるために効果的な取組みは？ 

（複数回答、回答の多かった順） 

 

 

 

 

 

 

 

 
多くのボランティア団体、事業者、関係者の皆さまのご尽力により、近年、犯罪の発生件 

数は減少傾向が続き、数値上では着実に治安は改善しています。しかし、県民の方へのアン 
ケート結果では、治安の悪化を感じている方が６割を超えていました。 
今後も、皆さまと連携して「安全で安心して暮らせる岐阜県づくり」に取り組んでまいり 

ますので、引き続きご理解とご協力をお願いします。 

県政モニターアンケート「犯罪被害に関するアンケート調査結果」  

「自宅へ泥棒に入られること」              ６７．２％ 

「振り込め詐欺、悪質商法などの被害にあうこと」     ４２．３％ 

「インターネットを利用した犯罪の被害にあうこと」    ３９．６％ 

「子どもが声をかけられたり、追いかけられたりすること」 ３６．３％ 

「自転車、自動車、オートバイなどが盗まれること」    ２４．４％ 

「ひったくり被害にあうこと」              ２２．９％ 

「自動車内の金品が盗まれること」            ２１．１％ 

「防犯灯の設置、見通しのよい公園などの環境整備」    ４６．６％ 

「地域住民によるパトロールなどの活動」         ４３．９％ 

「防犯カメラの設置」                  ４３．６％ 

「あいさつなどの声かけ活動」              ３８．７％ 

「行政と県民が連携した安全で安心なまちづくりの推進」  ３０．７％ 

「犯罪情報などの情報発信」               ２５．９％ 

「通学路などの『こども１１０番の家』の増加」      ２０．０％ 
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～ 地域で活躍している仲間を紹介します ～ 
 

 

 
 

本年４月に発足した各務原市の防犯ボランティア団体 

「新加納防犯パトロール隊」をご紹介します。 
 

■結成年月  平成２７年４月  

■活動人数  ３９人 

■活動エリア 各務原市那加新加納地区 

 

▼代表の 伊藤 邦雄 さんにお伺いしました。 
 
【活動を始めたきっかけ】 

新加納地区においては、大型ショッピングセンターの開設以来、車両や人通りが急激に増加しまし

た。昨年秋には強盗事件が発生し、新加納駅及びショッピングセンター周辺では自転車盗難、車上狙

い、畑の野菜盗難が多発して地域住民の生活を脅かすようになりました。また、地震や風災害等の防

災体制も十分ではありせん。そこで、自治会では４名の防災推進員が中心となり、既存団体（新加納消

防隊、まちづくり会、シニアクラブ、あいの会等）と協議したところ、一致団結し、地域住民が安心して暮

らせるまちづくりのため有志を募り、夜間に新加納地区全域の防犯パトロールを行うことを決めました。 
 

【主な活動】 

・年間を通して、新加納地区を夜間帯に徒歩でパトロールする。 

・新加納地区ふれあいセンターを起点とし、４部隊に分けて、毎週４回以上徒歩で１時間程巡回する。 

・防犯・防災・交通安全の知識向上のため、本部役員は県や市が主催する各種講習会に参加し、総会

等でフィードバックする。 
 

【活動において工夫している点】 

３９名の隊員が毎月最低１回は出動できるように、１カ月前には巡回日を設定し全隊員に通知します。

また、急な欠員者に備えて、本部役員が予備隊員として常に２名以上出動するようにしています。 

出動日は新加納地区ふれあいセンターに出動隊員全員を集結させ、『点呼・装備の確認・順路の確

認・注意事項』を本部役員が行い、４部隊を一斉に出動させます。 

帰着後は各部隊にパトロール日誌を記入させ、４部隊がそろったところで各部隊より巡回報告をさせ

ます。問題点があれば、全員で意見交換をします。また、地域のニュースなどの雑談をして、隊員相互

の親睦を図っています。 
 

【活動して感じたこと】 

まだ活動を始めてから間がないことから、パトロール中に大きな出来事はありませんが、小さな出来

事にも細心の注意を払う対応を積み重ねることにより、「自分達の街は自分達で守る」意義が隊員に深

まっていくように感じています。 

また、巡回中に地域住民の方から挨拶をされるようになり、隊員の励みとなっています。 
 

【今後の課題や目標】 

・雨の日や防寒のための装備費など、経費の捻出が課題です。 

・防犯パトロールを長年継続させるため、改善の会・講習会・総会を定期的に行います。 

・ひとり暮らしの高齢者宅の見回りを加えたり、徘徊される方の保護なども積極的に行っていきたいと考

えています。 
 
～ 日頃の防犯パトロール活動、本当にお疲れさまです。 

皆さまの活動を本紙で紹介させていただきますので、活動情報をご提供ください。～ 

新加納防犯パトロール隊（各務原市） 

結団式の様子 
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安安全全・・安安心心ままちちづづくくりり県県民民運運動動  ～自分の地域の安全は、自分たちで守る～ 
  

岐阜県 環境生活部 環境生活政策課 生活・交通安全係 

〒５００-８５７０ 岐阜市薮田南２－１－１  

TEL ０５８－２７２－８２０５  FAX ０５８－２７８－２６０５  

＊岐阜県安全・安心まちづくりポータルサイト http://www.pref.gifu.lg.jp/bosai-bohan/bohan/hanzai-zero-machi/ 
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「安全・安心まちづくりアドバイザー」派遣 

県では、防犯に関するまちづくりの取組みを応援するため、地域安全活動や防犯設備 

の専門家を無料で派遣して、出張防犯講座を行っています。 

講座の内容はご相談に応じますので、岐阜県環境生活政策課（TEL058-272-8205）まで 

お問い合わせください。 
 
「瑞穂市ＰＴＡ校外生活指導委員会」からの依頼を受け、７月１３日

に、アドバイザーの岩井慶次さんが「地域の力で子供を犯罪から守る」

をテーマに講義をされました。 

岩井さんは、地域の防犯力を高めるために、自治会、老人クラブな

ど様々な団体と協力し合う仕組みづくりをすること、子どもが自分で危

険から身を守る力を育てることの必要性などを話されました。 

小中学校のＰＴＡ本部役員として活躍されている出席者の皆さんは

メモを取りながら聞き入り、積極的に質問されていました。 
 

「緑苑自主防犯パトロール・グループ」（代表：高柳吉之氏）からの依頼を

受け、アドバイザーの渡辺孝男さんが、本年３月に各務原市の緑苑南集会

所において防犯パトロール活動に関する講義

をされました。 

渡辺さんは、地域の人々に喜ばれる活動を

地道に続けることの大切さ、地域の人たちを巻

き込んで住民・行政・警察が一体となった活動を行うことの重要性を強調

され、出席者の方々は熱心に耳を傾けておられました。 

お知らせ 平成２７年度「岐阜県安全・安心まちづくり県民大会」 

○と き  平成２７年１０月２０日（火） 午後１時３０分～３時５０分 

○ところ  ぎふ清流文化プラザ 長良川ホール（岐阜市学園町３－４２） 

～ 多くの皆さまのご参加をお待ちしています ～ 

 

地域の防犯ボランティア活動を支えるリーダーとなっていただけるよう、防犯に関する専門的知識やノウ

ハウを学んでいただく「安全・安心まちづくりリーダー養成講座」を６月２７日（土）に岐阜県図書館におい

て開講し、２０名の方が受講されました。 

第１回目の講座では、小グループに分かれて自己紹介と情報交換を 

行っていただいた後、県警察本部生活安全総務課の林係長が「最近の 

犯罪情勢、住宅等の防犯対策」、広報県民課の島村課長補佐が「犯罪 

被害者支援」について講義を行いました。 

講座は全３回で、第２回目を７月、第３回目を８月に開催します。 

「安全・安心まちづくりリーダー養成講座」を開講しました！ 

  


